
市村清新技術財団とは、リコー三愛グループを創った故市村清が全財産を寄付してできました。
市村清は、子供の頃からアイデアを考えることが大好きでした。大人になってからも次々にアイデアを活かして、株式
会社リコーを創り、大きく発展させました。その他いろいろな新しい仕事をする会社を沢山創り、人々に「アイデア社
長」と呼ばれました。アイデア賞は、子供の頃にいろいろなアイデアを考える事が大人になってからも大変役に立つと

自分で考え
た

アイデアを
応募してね

いう市村清の遺志を受けつぎ、子供の発明や工夫の力を育てることを目的としてできました。

生活を便利にしたり快適にしたり、環境にやさしいリサイ
クルのアイデアなど、ちょっとしたヒントで考えついたも
の、実験をくり返して作り出した物など何でもＯＫです。
新しいアイデアができたら“市村アイデア賞応募用紙”に
記入して送ってください。応募されたアイデアは、専門の
先生方が審査して、優秀な作品を表彰します。

第56回（令和7年度）

主 催：公益財団法人 市村清新技術財団
後 援：文部科学省、朝日新聞社、
　　　 朝日学生新聞社（朝日小学生新聞・朝日中高生新聞）

●市村アイデア賞●

●アイデア募集●

●応募資格　小学生・中学生のみなさん（グループ応募も可）

●募集期間　令和7年7月1日（火）～令和7年9月8日（月）必着【厳守】

●市村アイデア賞「応募用紙」の記入
・決められた「応募用紙」に記入してください。
・自分で考えたアイデアに限ります。
　可能な範囲で本やインターネットなどを利用して、同じアイデアがないか確認してください。
・アイデア名は、内容がハッキリわかるようにつけてください。
・名前にはかならずフリガナを書いてください。
・説明などの文章は、分かりやすくまとめて記入してください。
・手書きの時はＢか2Ｂの鉛筆か、黒のペンでハッキリと書いてください。
・工作物は作っていなくても、実現可能であればアイデアだけで応募することができます。

●審査結果と表彰式
・受賞者には11月上旬にお知らせします。
・表彰式は、個人賞の上位37名と、団体賞の上位６団体の代表者を招待し、令和7年11月14日（金）
　明治記念館（東京都港区元赤坂2丁目2-23）で行います。
　ご本人、保護者、および引率をする先生の往復旅費を負担いたします。
・個人賞の上位入賞者12名の作品は、表彰式の会場で展示を予定しています。

審査結果と表彰式

＜過去の作品例＞
・らくらくほうたい
・ラップ取り出しぼう
・万能ロープ
・キラキラ星座早見盤
・誰でも一人で使えるいす
・スピードがかわるすべり台

…

応募者全員に、
参加賞を贈ります。

●表彰
優秀な作品には、次のような各賞を差し上げます。

●審査結果 ・11月上旬に、入賞及び入選した方には、文書でお知らせいたします。
・表彰式頃、財団のホームページで発表します。
・応募書類は返却いたしません。

●応募用紙・応募表などの入手・送付先
・応募用紙は、下記担当までお送りください。
・応募関連書類は、市村清新技術財団のホームページからダウンロードできます。
  ダウンロードできない時は、財団よりお送りいたしますので、下記担当までご連絡ください。

●個人情報の取扱い
　＊ 応募関連書類に含まれる個人情報は、選考結果の通知のために使用します。
　＊ 第三者への提供
　　 賞が決まったら、受賞者のお名前・所属団体名・学年・アイデアの内容及び、作品の写真・表彰式の写真を公表します。

≪個人賞≫

ご指導いただく先生・保護者の方は、下記をお読みください。

●応募方法 決められた『応募用紙』にアイデアを記入して財団まで郵送してください。（送付先は下記参照）
　★応募時には、工作物は送らないでください。
　★応募用紙以外に、応募表などの書類が必要となります。（入手方法は下記参照）
学校などの団体でまとめて応募してください。個人での応募も受け付けています。

 １名 賞状、 トロフィー、 奨学金 10万円
 ２名 賞状、 トロフィー、 奨学金 10万円
 １名 賞状、 トロフィー、 奨学金 ５万円
 １名 賞状、 トロフィー、 奨学金 ５万円
 １名 賞状、 トロフィー、 奨学金 ５万円
 6名 賞状、 トロフィー、 奨学金 ３万円
 25名 賞状、 トロフィー、 奨学金 １万円
 50名 賞状楯
 最大100名 賞状

文部科学大臣賞
市村アイデア優秀賞
審査委員長特別賞
朝日小学生新聞賞
朝日中高生新聞賞
市村アイデア記念賞
市村アイデア奨励賞
佳 作
努 力 賞

最 優 秀 団 体 賞  １団体 賞状楯、 賞金100万円

優 秀 団 体 賞  ２団体 賞状楯、 賞金50万円

奨 励 団 体 賞  ３団体 賞状楯、 賞金30万円

努 力 団 体 賞  最大10団体 賞状楯、 賞金10万円

≪団体賞≫
● 愛知県  刈谷市立住吉小学校

● 東京都  東京農業大学第一高等学校中等部 ● 愛知県  豊田少年少女発明クラブ　

● 千葉県  八千代市立勝田台中学校 ● 愛知県  刈谷少年少女発明クラブ ● 愛知県  刈谷市立刈谷南中学校

● 和歌山県  和歌山県立田辺中学校
● 福岡県  行橋市立泉中学校
● 沖縄県  久米島町立球美中学校

● 愛知県  刈谷市立富士松中学校
● 岡山県  岡山県立岡山大安寺中等教育学校　
● 佐賀県  佐賀県立武雄青陵中学校
● 沖縄県  那覇市立石嶺小学校

● 愛知県  刈谷市立双葉小学校
● 岡山県  玉野市立東児中学校
● 長崎県  長崎市立桜馬場中学校

〒143-0021 東京都大田区北馬込1丁目26番10号
公益財団法人 市村清新技術財団  市村アイデア賞  担当
TEL ０３－３７７５－２０２１　FAX ０３－３７７５－２０２0
問合せ・連絡用e-mailアドレス　zaidan-mado@sgkz.or.jp
★市村清新技術財団のホームページ（https://www.sgkz.or.jp/develop/idea）



○ ○ ○ ○
○○○ ○○○

○○○○○○

○○○○○○○

学校生活・日常生活の中
の気づきや観察する力で
問題を発見する
・家族の困りごと
・学校で習ったこと

子供たちの「なぜ？」「どうして？」という、問題を発見する「着眼点」を重視し、
問題意識を持って解決方法を具現化するまでの「創造力」を評価します。

審査で実物作品の完成度は重視されません。
～良いアイデアは よい問題をみつけることから～

なぜこのアイデアを
思いつきましたか

実現可能であれば作品を
作成しなくても応募でき
ます。

作品が完成していたら、
写真をはってください

図と文書を使って正しく
伝える力で自分で考えた
アイデアを説明する

アイデアの図を
書いてください

上の図の説明を
書いてください

ごみの分別は資源の有効活用の第一歩ですが、徹底が難しいのが現実です。そんな中、"ピタット！楽ちん！分別ちりとり"は、この問題を見事に解決する素晴らしいアイデアです。磁 石と鉄板
という組み合わせを、ちりとりでごみを分別する仕組みに繋げたのは秀逸です。普段のちりとり使用と変わらない動作で分別が可能になるなんて、驚きです。加えて、磁石を外す際にごみが
バラバラと落ちる様子は、分別作業に小さな楽しみをもたらすと思いました。これは人間の行動心理をうまく刺激していますね。きっと多くの人が、このちりとりを使って進んで掃除をしたく
なると思います。少し視野を広げると、このアイデアは家庭や学校のごみ分別だけでなく、廃材処理や被災地のごみ問題など、より大きな社会課題にも応用できる可能性を秘めていると感じ
ました。異なる要素の組み合わせから生まれる発明は、まさにイノベーションの一つです。これからも発想を広げ、新たなイノベーションを起こしてください。

【審査員評】


